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達 験賓淳 敏
雄 巌 郎 雄 二 彰 男

士口　土〈

信

雄

鎮

夫準
一
郎

佳

熊漸

敏

男
一
雄

　

一
三

錦

司
　
壬
Ｔ
三

一
郎

重

雄

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

(2)



コ
バ
の
資
料
報
告

再
び
テ
ル
モ
ス
の
保
護
に
つ
い
て

ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
シ
ク
ス
の
追
憶

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
東
面
攻
撃
と
パ
ー
カ
ー
兄
弟
の
登
山
史

上
に
於
け
る
功
績
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一　
郎
　
　
二
五

山
岳
語
彙

（九
州
地
方
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五

登
山
用
具
重
量
表

（三
沢
氏
調
）
　

　

角

田
　
士口
夫
　
　
二
五

バ
バ
リ
ア
隊
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
に
於
て
写
し
た
写
真

二
七

二
七

二
八

二
九

二
九

二
九

二

一

三

一

三
二

三
三

三
四

三
六

三
六

三
七

三
七

三
八

二
九

二
九

二
九

四
〇

四

一

四

一

四
二

四
二

四
二

四
三

四
三

四
八

四
九

五
〇

山
岳
語
彙

（東
北
地
方
）

登
山
経
歴
表
に
つ
い
て

各
国
山
岳
界
の
近
況

遭
難
報
告
に
就
て
の
希
望

千
島
の
気
象
に
関
す
る
文
献

耶
馬
渓
地
方
の
山
村
語
二
三

靴
　
と
　
糠

自

熱

罐

詰

カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
ビ
ン
ド
ゥ
ン
グ

一
九
三
二
年
の
ミ
ニ
ヤ
ゴ
ン
カ
登
攀

発
汗
防
止
に
関
す
る

一
つ
の
提
察

日
本
ア
ル
プ
ス
と
い
ふ
言
葉
に
就
い
て

南
島
に
於
け
る
コ
バ
の
方
言
そ
の
他

山
岳
撮
影
と
赤
外
線
フ
イ
ル
ム
の
新
製

飲
料
用
食
塩
水
に
就
て

羽

根

布

団

再
び
南
島

コ
バ
の
こ
と

四
国
地
方
の
コ
バ
と
山
岳
語

凍
死
か
疲
労
死
か

第
四
次
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
遠
征
隊
の
装
備

台
湾
に
於
け
る
山
旅
の
準
備
に
就
て

プ
ロ
ッ
ケ
ン
の
怪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

「プ
ロ
ッ
ケ
ン
の
怪
」
に
答
ふ
　
　
　
　
藤

本
　
九

二

問
題
の
解
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

ス
キ
ー
術
の
解
説
に
就
て
の
疑
問
　
　
　
大

村

郡
次
郎

ク
レ
ッ
テ
ラ
イ
の
新
可
能
性
　
　
　
　
丸

岡
　
誠

幸

山
岳
遭
難
救
助
機
関
案
懸
賞
募
集
趣
意
書

三
段
峡
の
危
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一
郎

富
士
山
頂
に
滞
在
し
て
　
　
　
　
　
　
　
戸

塚
　
武

彦

嶽

富
田
節
斎
翁
と
信
濃
国
、
穂
高
池
之
図
　
笠

原
　
烏

丸

社

松
室
了
廓
居
士
の
鞍
嶺
五
首
　
　
　
　
　
笠

原
　
烏

丸

ヨ
ー
デ
ル
ン
と
山
伏
の
法
螺
の
貝
　
　
　
辻
　
　
荘
　
一

チ
ャ
チ
ャ
ヌ
プ
リ
の
初
登
山
者
　
　
　
　
佐

々
　
保

雄

舶
来
背
負
ひ
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松

方
　
一二
郎

「雪
崩
」
に
対
す
る
批
判
に
答
ふ
　
　
　
黒

田
　
正

夫

ア
イ
ヌ
の
シ
ュ
ト
ウ
と
テ
シ
マ
に
つ
い
て

高

橋

文
太
郎

御
鷹
山
の
こ
と

南
洋
委
任
統
治
諸
島
の
山
々

円
型
天
幕

一
試
作
品

地
図
整
理
の
一
方
法

登
山
と
通
信
連
絡

忘
却
さ
れ
た
山
岳
人

川
　
海
　
苔

「南
極
記
」
そ
の
他

松
倉
ヒ
ュ
ッ
テ
と
そ
の
近
傍

山

の
民

具

遠
征
と
地
形
測
量

ウ
エ
ス
ト
ン
と
同
時
代
の
一
外
人
登
山
　
行

方
　
沼

東

山
登
り
に
つ
い
て
（
一
）―
（四
×
ヤ
ン
グ
）黒

日
本
山
岳
会
誕
生
の
年
月
　
　
　
　
　
　
武

「利
根
川
図
志
」
の
著
者
赤
松
宗
旦
義
知
の
こ

行

岩
波
版

「
日
本
風
景
論
」
に
就
い
て
　
　
小

ウ
キ
ン
パ
ー
の
刻
ん
だ
日
本
の
風
景
　
　
武

日
本
山
岳
会
誕
生
の
年
月
に
就
て
　
　
　
冠

山
岳
書
と
デ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
　
　
　
　
小

初
期
ア
ル
プ
ス
描
写
家
た
ち
　
　
　
　
　
高

ウ
イ
ム
パ
ア
の
刻
ん
だ
日
本
風
景
に
就
い
て小

山
の
わ
ら
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向

か
ま
ば
こ
型
冬
季
天
幕
の
一
試
作
　
　
　
福

山
の
名

ｏ
山
の
地
名
（
一
）
（二
Ｘ
三
Ｘ
四
）白

エ
リ
ブ
ル
ー
ス

西
欧
山
岳
文
献
の
翻
訳

袋
　
　
一　
平

藤

島

敏

男

島 角 磯

田
田

貝

田 藤 谷 磯 高 初 谷 額 高 吉 戸 黒 武 額 0竹 荒 瀬 黒 黒 藤 額

中 島  貝
橋 見  田 橋 岡 塚 田 田 田  内

川 本 田 田 島 田

敏   薬
一   美 憂 武 孝 久    秀 三 孝 孝 敏

薫 男 博 勇 郎 雄 博 敏 郎 助 彦 雄 吉 敏 生 亮 俊 雄 雄 雄 男 敏 勇

　

二
四

夫
　
　
二
四

巽

二五
上
一七

五

一

五

一

五

二

五

二

五

三

五

三
五
四

五
五

五
五

五
七

五
九

六
〇

六

一

六
二

六
四

六
五

六
五

六
八

雄
　
六
九
―
主

士ロ
　　　　
ル』
一
一

東

　

七
二

水

　

七
三

士ロ
　　
　　
ル一
一二

松
次
郎
　
　
七
三

林

義

正

　

七
四

橋

文
太
郎
　
　
七
四

田 島 方 と 田 田

久 烏 沼  久 孝

額 磯 島 島 岡 島 中 法 田 行 島

田 貝
田 田

田
田 島 貴 中 方 田

武  喜  博 六 太 沼 武

敏 勇 時 巽 一 巽 美 衛 郎 東 時

島

烏

水

山

雅

重

田

嘉
四
郎

馬

　

耕

七
五

七
五

七
六

七
八
Ｄｒ七
九

九
七
―“九
八

八
〇

八

一

五
四

白

馬

雑

談

　

　

　

　

　

　

　

　

中

島

杏

子

山
岳
語
彙
蒐
集
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
高

橋

文
太
郎

八
幡
製
鉄
所
に
於
け
る
集
団
登
山
の
近
況

橋

本
　
一二
八

『・
Ｚ
ｏ
■日
”目
Ｏ
ｏ
〓
ｏｒ式
の
ア
ル
バ
ム

御
岳
の
気
象
的
位
置

テ
ム
ポ

・
シ
ュ
ヴ
ン
グ
私
見

石
徹
白
の
山

探
検
家
の
生
涯

地

名

小

記

山
の
蒐
書
入
門

山
の
蒐
書
入
門
（続
）

再
び
山
を
画
い
た
遺
品
に
就
て

八
幡
製
鉄
所

「山
の
家
」

ス
キ
ー
ワ
ッ
ク
ス
の
試
製

三
石
山
と
羊
歯

富
士
ヒ
ュ
ッ
テ
と
愛
鷹
山
荘

犬
　
　
　
儀

槍
平
小
屋
の
半
壊
に
つ
い
て

民
族
の
足三

紀

行

・
通

信

聖
、
赤

石

チ
ロ
ー
ル
、
チ
ラ
ー
タ
ー
ル

ノ
ー
ル
ウ

ェ
イ

ス

ウ

イ

ス

秋
の
見
間
二
三

越
後
の
初
雪
と
二
王
子
岳

美
ヶ
原
と
霧
ヶ
峯
の
小
屋

富
　
士
　
山

カ
シ
ミ
ー
ル

ビ

レ

ネ

ー

カ
　
ナ
　
ダ

英

国

よ

り

阿
里
山
よ
り

冬
の
大
井
川

一
月
の
苗
場
山

発
哺
温
泉
か
ら

九 九 九 九 九 九 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八 八
七 四 四 三 二 〇 九 八 七 六 六 六 五 四 四 三 二四 四 四 四 三 二 三 三 二 三 二 一 一 一 一 一

松
次
郎

宮 冠 行 額 橋 中 中 中 武 加 谷 青 青 島

崎  方 田
本 村 島 島 田 納  木 本

田

武 験
沼  三

菓 杏 杏 久 一    武

夫 郎 東 敏 八 郎 子 子 吉 郎 博 昇 昇 時

八
二

八
三

敏 吉

男 夫

渡

辺

公

平

矢

田

誠
太
郎

矢

田

誠
太
郎

田

中

　

薫

冠
　
　
松
次
郎

藤

島

　

玄

角

田

士口
夫

松

方

二

郎

曾

原

喜
久
蔵

日

高

信
六
郎

沼

井

鉄
太
郎

ｄ
く
”〓
①『
ｄ
く
の∽”Ｏ
●

武

田

久

吉

橋

本

公

久

水

野

祥
太
郎

藤 角 冠

島 田

(3)



ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ

吾

妻

山

上
州
鹿
沢
温
泉

渋
峠

・
熊
の
湯

・
志
賀
高
原

五
色

・
青
木
小
屋
よ
り

南

駒

よ

り

四
月
の
上
高
地
万
面

月
山
ス
キ
ー
行

那

　

　

須

鳳
凰
、
薬
師

上
高
地
よ
り
中
房

へ

北
岳
よ
り
赤
石
へ

大
覇
よ
り
次
高

へ

北
千
島
旅
行

々
程
略
記

赤

城

の
秋

武

尊

山

苗
場
山
よ
り
野
反
池
へ

瑞
西
だ
よ
り

富
士
山
の
山
小
屋

鹿
島
の
カ
ク
ネ
里

秋
の
山
ふ
た
つ

那

須

よ

り

シ
カ
ゴ
よ
り

富

士
　
山

台
湾
山
岳
界
近
況

穂
　
高
　
行

冬
の
尾
瀬

ｏ
毛
度
沢
小
屋

冬
の
木
曾
御
岳

二
月
の
富
士
山

鹿
沢
温
泉
よ
り

白

馬

よ

り

巻
機
山
、
牛
ケ
岳

二
月
の́
薬
師
よ
り

台

湾

便

り

早
春
の
猿
倉
小
屋
よ
り

旅
　
　
　
信

東
北
朝
日
岳

万

太

郎

山

島 松 藤 黒 大

田 本 島 田 島

善 敏 正 永

巽 二 男 夫 明

小

池

文

雄

角

田

吉

夫

藤

島

敏

男

大

平

　

晟

茨

木

猪
之
吉

朝

暉

記
太
留

山

田

多

市

北

田
　
正

三

岡

田
　
喜

一

角 山 藤 山 大

田 崎 島 田
平

吉 春 敏 多

夫 雄 男 市 晟

京

大

旅
行

部

田

中

・
藤

島

石

塚

秀
次
郎

東

　

良

三

京

大
旅
行

部

沼

井

鉄
太
郎

長

沢

佳

熊

藤

島

敏

男

三

谷

慶

三

田

喜
久
治

根
　
経

三

木

猪
之
吉

山

雄
四
郎

田
　
武

時

島
　
一
祐

井
　
一
彦

三

溝

貞
之
助

徳

永
　
正

雄

沼

井

鉄
太
郎

島

田

武

時

伊

東

虎

夫

小

池

文

雄

田

中

菅

雄

吉

沢
　
一
郎

田

中

　

薫

藤 田 下 田 沼 島 藤 黒 戸 額

島 中 岡 中
井 田 島 田 塚

田

敏 菅 忠  禁 武 敏 正 武

男 雄 一 薫 郎 時 男 夫 彦 敏

白
馬
の
た
よ
り

残
雪
の
守
門

新
緑
の
木
曾
路
よ
り

立
山
薬
師
―
槍
ス
キ
ー
行

花
蓮
港
よ
り

戸
隠
と
飯
綱
山

狩
小
屋
沢
か
ら
至
仏
山

台
湾
だ
よ
り

朝
鮮

・
金
剛
山
よ
り

初
夏
の
奥
上
州

両

神

山

九
州
の
山
の
消
息

利
根
川
水
長
沢

飯
豊
山
近
況

早

月

尾

根

千
枚
尾
根
よ
り
赤
石
岳

へ

北
ア
ル
プ
ス
絵
行
脚

高
瀬
入
り
北
鎌
登
攀

穂
高
の
岩
場

芦
安
口
よ
り
白
峯

へ

木
曾
御
岳
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
ヘ

八
海
山
よ
り

白

山

の
旅

鹿
島
川
よ
り
冷
池
に
至
る

九
州
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

雨
の
日
光
よ
り

飛
騨
の
四
日

白
山
の
山
小
屋

穂

高
　
ヘ

銀
山
平
よ
り
尾
瀬
沼

へ

北
海
道
よ
り
・

台
湾
清
水
山

穂
高
白
出
沢
よ
り

日
光
湯
本
に
て

鳥
帽
子
東
沢
赤
牛
岳

冬

の
鳥

海

外
ノ
川
小
屋
付
近
の
ス
キ
ー
ル
ー
ト

乗
鞍
と
霧
ケ
峯

一
五 五 五 五 四 四 四 三 三 三 二 三 三 二 二 一 一 一 一 一 〇 〇 〇 〇 〇 九 九 九 九 九 七 七 六 六 六 五 五 四

冠 中 今 茨 伊 吹 安 安 増 小 島 亀 茨 中 吉 島 角 竹 吉 角 塚 沼 小 小 沼 高

田
田 内 田 田 本 井 杉 杉 井 田

吉  竹 吉 閤 禁 源 源 焚
巽 夫 亮 志 夫 治 郎 吉 吉 郎 茂

九 九 九 八 八 八

冠
　
　
松
次
郎

小

杉

源

吉

茨

木

猪
之
吉

野 西 木 藤 原 田 田

松 T柏 猪 秀 不 登 登
次

⊥E珈
之 五 二 茂 茂

郎 英 司 吉 郎 雄 次 次

一
五

一
六

一
六

一
六

一
六

一
七

一
七

一
七

一
七

一
七

一
七

一
八

一
八

一
八

一
八

一
八

一
八

一
八

一
八

一
八

二
〇

二
〇

二
〇

二
〇

三
二

三
二

三
二

三
二

三
二

三
二

三
二

二
三

一
月
浅
間
ス
キ
ー
登
山

発
哺
野
沢
間
の
ス
キ
ー
ツ
ー
ア

北
海
道
よ
り

陸
羽
駒
ケ
岳

外
ノ
川
小
屋

青
木
小
屋
よ
り
沼
尻

へ

御
　
岳
　
へ

早
春
蔵
王
日
記

冬

の
富

士

早

月

尾

根

北
海
道
よ
り

北
ア
ル
プ
ス
だ
よ
り

三
国
川
よ
り
中
ノ
岳

へ

八
幡
平
、
岩
木
山
、
鳥
海
山

印
度
だ
よ
り

八

甲

田

山

台

湾

近

況

剣
岳
に
於
け
る
女
学
生
団
体
登
山
の
成
功

九

州

便

り

八
溝
山
よ
り
高
笹
山

へ

大

佐

飛

山

白
根
山
庚
甲
山
縦
走
録

旅

　

　

信

台

湾

よ

り

清
津
川
、
佐
武
流
、
白
砂
山

大
滝
根
よ
り
万
太
郎

へ

新
雪
の
富
士
行

乗
鞍
岳
位
ケ
原
に
於
け
る
雪
崩
発
生
報
告

四 四 四

松
次
郎

沢

柳

誠
四
郎

額 行 内 田 磯 浅

田 方 藤
中

野 野

沼 八  計 松

敏 東 郎 薫 蔵 蔵

藤 坂 小 堀 田 広 角 坂

島 江 池
岡 中 瀬

田 江

敏 善 文    吉 善

男 治 雄 清 生 潔 夫 治

一四一四一四

富

士

山

行

氷
ノ
山
、
単
独
行

台

湾

行

与
作
さ
ん
の
死

黒
部
保
勝
運
動
に
就
て

止
信
国
境
の
縦
走

今
春
の
剣
岳

四
月
末
の
薬
師
岳

朝

輝

記
太
留

月

原

俊

二

行

方

沼

東

加

藤

恭

平

曾

原

喜
久
蔵

藤

島

敏

男

沼

井

鉄
太
郎

三
二

三
二

三
二

三
二

三
二

三
三

三
四

二
五

二
五

二
八

二
八

二
八

二
八

二
八

二
八

二
九

二
九

二
〇

三
〇

小

池

文

雄

関
　
　
金
次
郎

佐

々

保

雄

藤

島

敏

男

松

本

謙

三

細
野
喜
代
二
郎

角

田

士口
夫

立
教
山
岳

部

田

辺

主

計

冠 児 鹿 石 加

島 野 原 藤

勘 忠 正 恭

次 雄 生 平

一五一五一五一五一五一五一五一五一七一八
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春
の
ス
キ
ー
行

′
　

　

　

　

　

　

三
高

山
岳

部

帝
釈
山
脈
の
紹
介
　
　
　
　
　
　
　
　

水ヽ

楽
　
孝

一

仙
ノ
倉
沢
の
山
小
屋
に
就
て
　
　
　
　
　
士口
岡

春
之
助

ス
ゴ
ウ
乗
越
及
太
郎
平
の
小
屋
の
位
置
に
就
い
て

笠

原

鉄
太
郎

そ
の
日
の
鷲
ケ
峯

立

山

よ

り

北
鮮
の
山
歩
き
短
報

立

山

よ

り

同績
北
鮮
の
山
歩
き
短
報

立
山
天
狗
平
の
小
屋
に
就
て

東
沢
と
黒
岳

白
頭
山
麓
よ
り

冬
期
雪
嶺
山
脈
登
攀
報
告

白
　
馬
　
行

甲
斐
駒
ケ
岳

北
海
道
に
於
け
る
冬
期
登
山
の
近
況

鳳
　
凰
　
山

冬

ｏ
春
の
収
穫
よ
り

白
木
山
に
登
る

農

鳥

岳

五
月
の
山
歩
き

天
神
峠
の
新
道

ア
メ
リ
カ
便
り

富
士
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
就
て

択
捉
島
便
り

秋
の
剣
よ
り

新
雪
の
薬
師
よ
り

十

一
月
の
富
士

新
雪
の
立
山

東

北

朝

日

元
旦
の
新
高
山

奥
又
自
の
冬
営

鹿

島

便

り

興
安
嶺
遠
征
隊
か
ら

樺
太
遠
征
隊
か
ら

春
期
台
湾
遠
征

灘
ス
キ
ー
場

雪

の
北

平

春
の
蔵
王
山
と
吾
妻
山

春
の
遠
見
尾
根

春
の
朝
日
岳

豊
科
町
登
山
遭
難
者
慰
霊
祭

雪
の
阿
頼
度
富
士

春
の
富
士
大
沢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京

大

旅
行

部

餓
鬼
岳
天
幕
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小

池
　
文

雄

コ
ー
ボ
ル
ト

・
ヒ
ュ
ッ
テ
閉
鎖
に
関
す
る
声
明

山
形
高
校
山
岳
部

台
湾
遠
征
隊
帰
還
　
　
　
　
　
　
　
　
神
戸
商
大
山
岳
部

白
馬
よ
り
小
川
温
泉

へ

九

州

便

り

早

月

尾

根

印

度

か

ら

八

十

里

越

　

　

　

　

　

　

　

　

桜

井

信

雄

御

中

道

　

　

　

　

　

　

　

松

方

二

郎

富
士
山
ケ
ー
ブ
ル
問
題
　
　
　
　
　
　
手

塚
　
宏

寿

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昔同
原
　
正

作

穂

高

小

屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

田

重
太
郎

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
か
ら
　
　
　
　
　
藤

島

敏

男

山
案
内
佐
伯
八
郎
君
の
死
と
其
前
後
事
情

三
五

三
六

三
八

三
八

三
八

三
八

二
九

二
九

二
九

四
〇

四
二

四
二

四
二

四
三

四
三

四
三

四
四

四
四

四
五

四
六

四
六

四
七

四
八

五
〇

五
〇

五
〇

五

一

五
二

五
二

五
三

五
三

五
四

五
四

五
四

五
四

五
四

湯 小 伊 岡 島 宮 岩 島 田 手 藤 吉 田 早 吉 立 早 大 早 長 黒 北 小 杉 児 岩 島 児 山 月

津 池 藤 田 田 崎 永 田 品 塚 島 沢 辺 川 沢 教 川 飼 川 沢 田 田 池 山 島 永 田 島 田 原偏        T      山
文 彦 義 武 健 信 武  宏 伊 一 主 安 一 岳 安 哲 安 佳 正 正 文 良 勘 _信 武 勘 多 俊

巌 雄 一 雄 時 一 雄 時 薫 寿 藤 郎 計 治 郎 部 治 夫 治 熊 夫 三 雄 平 次 雄 時 次 市 二

四
八

早 阿 藤 佐 冠 石

川 部 島 々  黒

義奨敏保羨清
郎 郎 男 雄 郎 蔵

伊 岩 月 田

京
都
帝
大
遠
征
隊

三
　
崎
　
　
篤

神
戸
商
大
山
岳
部

塩
島
銃
司
君
の
死
を
悼
む

木
暮
会
長
を
迎

へ
て

巴

里

便

り

山
海
関
か
ら

野

地

温

泉

乗

鞍

岳

冬
の
北
海
道

早

池

峯

山

野
沢
の
今
昔

富
士
山
大
沢
口
合
宿
報
告

正
月
ス
キ
ー
合
宿

滑
　
　
　
川

二
月
の
唐
松
岳
行

北

海

道

信

怒 雄 生

中

司

文

夫

田

口
　
一
郎

角

田

士口
夫

吉

沢
　
一　
郎

東
京
帝
大
山
岳
部

中

村
　
テ

ル

谷

本

光

典

交

野

武

一

石
　
原

　

巌

藤 永
原

辺

主

計

入 河 岡 額 額 伊 谷

江 野 田 田 田 藤

保 齢 美

太 蔵 雄 敏 敏 懸 博

五
五

五
六

五
六

五
六

五
六

五
七

五
七

五
八

五
八

六
〇

六
〇

六
〇

六
〇

六

一

六

一

六

一

六

一

六
二

六
二

六
二

六
三

六
三

六
三

六
三

六
三

六
三

六
四

六
四

六
四

六
五

六
五

六
五

五 五 五
七 七 七

五
七

双
六
池
小
屋
へ

（四
月
）

立
山
だ
よ
り

山

・
郷

土

伯

者

大

山

北
岳

・
間
ノ
岳

・
農
鳥
岳

北

支

便

り

戦

線

よ

り

巴

里

便

り

蒙
古
の
平
原
へ

厳
冬
の
奥
秩
父

招

古

木

山

上
海
戦
線
よ
り

富

士
　
山

正
月
の
富
士
行

冬

山

通

信

美
ケ
原
か
ら
蓼
科
高
原

正
月
の
伯
者
大
山
だ
よ
り

北

京

便

り

北
支
戦
線
よ
り

春

山

報

告

雨

飾

行

台
湾
の
山
の
報
告

（北
大
山
岳
部
）

巴

里

か

ら

穴
毛
谷
の
数
日

北

支

よ

り

北

支

よ

り

ウ
エ
ス
ト
ン
氏
よ
り
の
便
り

耳
二
つ
、
茂
倉
、
武
能
小
屋

神
河
内
状
況
報
告

立
山
地
方
事
情

珍
ら
し
い
対
面

ス
イ
ス
だ
よ
り

南

洋

よ

り

エハ
一ハ

エハ
エハ

六
七

六
九

六
九

七
〇

七
〇

七

一

七

一

七
三

七
三

七
三

七
三

七
三

七
三

七
三

七
三

七
三

七
四

七
六

七
六

七
七

七
七

エハ
エハ

三

つ

の
動
取
生
ロ

満

州

便

り

笠

ケ
岳

へ

渡

辺

公

平

ｄく
，

〓
①喘
Ｊく
①∽”〇
●

Ｐ

ｏ
Ｍ
　
生

東
京
商
大
山
岳
部

石

黒

清

蔵

茨

木

猪
之
吉

田
口
一
郎

・
二
郎

岡

　

彦
　
一

茨

木

猪
之
吉

谷
　
　
　
博

岡

本

勝

二

小

池

文

雄

名
須
川
　
　
渡

額
　
田

　

敏

中

村

　

謙

橋

本

三

八

松

方

二

郎

渡

辺

公

平

東
京
商
大
山
岳
部

田

辺

主

計

石

黒

清

蔵

小

池

文

雄

北ヽ

大

山

岳

部

｛東
京
商
大
山
岳
部

″東
京
帝
大
山
岳
部

七
七

七
七

七
七

七
八

七
八

七
八

七
八

七
九

七
九

七
九

六
五

六
五

渡 藤 中 松 中 杉 塩 富 田

辺 島 屋 方 島 本 田 田 辺

公 敏 健 三 精 俊 輔 健 主

平 男 式 郎 一 二 雄 一 計

岡 小 藤 岡

本 池 島

勝 文 敏 彦

二 雄 男 一
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七
九

七
九

七
九

七
九

七
九

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

八

一

八

一

八
二

八
二

八
二

八
三

八
三

八
三

八
三

八
四

八
四

八
四

八
四

八
四

八
四

八
五

八
五

八
五

八
五

八
五

八
五

八
六

八
六

八
六

八
六

八
六

八
六

八
六

「包
」
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
井
東

一
・
他

御

座

山

　

　

　

　

　

　

　

望

月

達

夫

故
辻
村
伊
助
氏
の
邸
跡
を
訪
ふ
　
　
　
　
福

田

嘉
四
郎

二
つ
の
遡
行

（大
蛇
尾
川
と
滑
河
内
）
　

Ｉ
　
・　
Ｙ
　
生

会
を
去
る
に
当

っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
　
・　
Ｍ
　
生

京
大
調
査
隊
帰
国
　
　
　
　
　
東
大
内
蒙
古
学
術
調
査
隊

大

同

便

り

　

　

　

　

　

　

　

　

渡

辺

公

平

日
本
山
岳
会

へ
の
希
望
　
　
　
　
　
　
　
藤

村
　
泰

三

漢

口

よ

り

　

　

　

　

　

　

北

田

正

三

陣
中
ク
リ
ー
ム
の
秘
法
公
開
　
　
　
　
　
渡

辺
　
公

平

木
曾
駒
と
私
達
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡

部
　
昌

三

奥
秩
父
の
南
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
　
幸

茅
　
戸
　
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
　
一　
平

鳩
ヶ
峯
と
北
葛
岳
　
　
　
　
　
　
　
　
小

池
　
文

雄

一
月
の
八
方
尾
根
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
須
川
　
　
渡

蔵
王
高
湯
の
一
週
間
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一
郎

ス
キ
ー
行
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

辺
　
主

計

雪
の
大
河
原
峠
越
え
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
川
　
　
高

宛
名
の
な
い
手
紙
　
　
　
　
　
　
　
　
北
九
州

一
会
員

グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ド
に
て
　
　
　
　
　
　
田

口
　
一
郎

智
　
異
　
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐

藤
　
テ

ル

冬
富
士
滞
頂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
　
瀬
　
　
潔

隊

名

変

更

　

　

　

　

　

　

　

　

浜

野

正

男

江
南
の
早
春
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北

田
　
正

三

朝
　
鮮
　
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨

木

猪
之
吉

遠
見
か
ら
八
方
尾
根
　
　
　
　
　
　
　
　
小

倉
　
志

郎

岩
管
山
を
経
て
苗
場
山
に
　
　
　
　
　
　
松

久
　
明

義

春
の
笛
ケ
峰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤

島
　
敏

男

春
の
吾
妻
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一
郎

兵

営

よ

り

雨
の
武
尊
山

伊
奈
川
と
中
御
所
谷

大
別
山
麓
に
て

香

港
　
へ

ス
イ
ス
か
ら

三
軒
茶
屋
よ
り

四

国

の
山

九

州

か

ら

石 宮 浜 田 中 北 吉 吉 浜

田 崎 野 口 屋 田 沢 沢 野

嘉 健 正 一 健 正 一 一 正

郎 一 男 郎 式 二 郎 郎 男

積
雪
期
木
曾
駒
に
於
け
る
二
つ
の
行
為

八
方
尾
根
か
ら
五
竜

ヘ

伯

林

よ

り

戦

線

便

り

戦

線

便

り

戦

線

便

り

赤

久

組

山

北

京

よ

り

蒙

彊

の
秋

山

だ

よ

り

赤
倉
と
熊
の
湯

金

時

山

札

幌

か

ら

白

　

　

山

尾

瀬

の
秋

鳥

甲

山

白
馬
岳
主
稜

雲
取
か
ら
氷
川
ヘ

十

一
月
の
毛
勝
岳

六
ツ
石
か
ら
鷹
ノ
巣

へ

山

西

省

境

有
峰
よ
り
平
湯

へ
の
田
舎
道

安
　
倍
　
峠

熊

本

よ

り

太
平
洋
上
よ
り

空
い
て
る
ス
キ
ー
地

木
曾
駒
連
峰
と
私
達

（十
四
年
報
告
）

奥
日
光
便
り

熊
の
湯
に
て

中
支
戦
線
よ
り

北
支
だ
よ
り

祖
母
山
行
き

北
海
道
の
旅

春
の
白
馬
頂
上
よ
り
糸
魚
川

ヘ

大
滝
山
東
側
と
乗
鞍
岳
か
ら
白
船
温
泉

ヘ
吉 谷 長 藤 石 中 吉 伊 中 渡 島 望 佐 豊 斎 高 野 跡 小 茨 中

沢  尾 島 原 野 沢 藤 村
辺 田 月 藤 田 藤 本 国 部 島 木 村

一  宏 敏 正 征 一 政  公  達 貞 春 埜 正 末 昌 政 勢

郎 博 也 男 直 紀 郎 市 謙 平 巽 夫 吉 満 郎 孝 延 三 士 吉 謙

八
七

八
七

八
七

八
七

八
七

八
八

八
八

八
八

八
九

八
九

八
九

九
〇

九
〇

九
〇

九
〇

九
〇

九
〇

九

一

九

一

九

一

九

一

九

一

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
二

九
四

盛

岡

英
治
郎

富 石 飛 浜 伊 広 跡 藤 東 坂 藤 田 渡

田 田 川 野 藤 瀬 部 島  江 島 辺 辺

健 嘉 維 正 政  昌 敏 良 善 敏 主 公

一 郎 之 男 市 潔 三 男 三 治 男 計 平

大

滝

根

山

新
緑
の
金
剛
山

岩

永

信

雄

石

塚

秀
次
郎

春
の
野
反
池

小
川
山
、
釜
瀬
本
谷

ド
イ
ツ
便
り

北

支

便

り

南

支

便

り

初
夏
の
櫛
形
山

ヘ

春

の
尾

瀬

蒙

彊

よ

り

中

支

便

り

会

員

通

信

サ

ギ

タ

ル

吉
野
群
山
に
入
る

瑞
西
だ
よ
り

兵
営
だ
よ
り

中
支
だ
よ
り

木

曾

駒

赤
石

・
塩
見

ｏ
転
付
峠

朝
日
岳
登
山
道
の
荒
廃

夏
山
だ
よ
り

夏
の
山
旅
か
ら

広

島

に

て

天

津

に

て

沼

田

街

道

南

支

便

り

熱

河

の
山

忠
別
岳
の
雪
穴
生
活

内

蒙

紀

行

八
ケ
岳
の
東
面
径
路
に
就
て

秋
の
神
河
内
よ
り
大
滝
山

ヘ

松
本
か
ら
高
山

（久
々
野
）

ヘ

広

東

よ

り

木
曾
谷
に
て

北

支

よ

り

紅
葉
の
天
城
山

中 井 茨 藤 田 吉 吉 名 寺 竹 松 茨 吉 渡 盛 中 塚 青 山 浜 今 田 橋 跡 柳 浜 北 島 吉 松 渡 高 小 中 田

村
上 木 島 辺 田 沢 術

田
内 山 木 阪 辺 岡 村 本 木 本 野 川 日 本 部 田 野 田 田

沢 山 辺 木 野 村
辺

英 噂 敏 主 竹 一  彦  武 彎 隆 公 表  繁  敏 正 良 一 三 昌 国 正 正  一 武 公 正   主

謙 夫 吉 男 計 志 郎 渡 次 亮 貞 吉 正 平 郎 謙 松 昇 三 男 雄 郎 八 三 男 男 三 巽 郎 貞 平 孝 幸 謙 計

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九 九
〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 九 八 八 八 八 八 八 八 七 七 七 七 七 七 七 六 六 六 六 六 五 五 五 五 五 四
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四
　
調

査

・
消

息

（イ
）

山

の
方

言

冬
の
山
小
屋

山
小
屋
、
山
案
内
調
査
報
告

山
小
屋
新
設

北
ア
ル
プ
ス
に
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と
山
小
屋
の
計
画

立
山
案
内
人
組
合
長
の
更
迭

日
本
北
ア
ル
プ
ス
登
山
協
議
会

山
小
屋
新
設

登
山
団
体
調
査
表
発
送

冬
山
の
消
息

片
品
村
案
内
料
金

新
設
山
小
屋

北
ア
ル
プ
ス
便
り

（新
設
山
小
屋

・
山
案
内
料
金
）

山
案
内
人
遺
族
救
済
に
就
て

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
口

（自
動
車
便
）

自
動
車
開
通

上
越
の
山
案
内
料
金

上
越
の
山
に
新
道

昭
和
医
専
山
岳
無
料
診
療
所

登
山
団
体
調
査
追
加

山
の
消
息

（虹
芝
寮
外
）

白
山
の
山
小
屋

唐
松
岳
に
山
小
屋

鳴
川
の
小
舎

今
冬
の
山
小
屋
調
査

山

の
消

息

地
形
図
の
誤
り
訂
正

ス
ク
ラ
ッ
プ
よ
り

山
小
屋
通
信

白
樺
小
屋
公
開
禁
止

ス
ク
ラ
ッ
プ
よ
り

谷
川
岳
付
近
の
ニ
ュ
ー
ス

魚
沼
駒
の
新
設
小
屋

新
設
山
小
屋

七 七 七 七 六 五 五 五 三 二 一 〇 〇 七 六 六 四 四 三 二

一九
‘ゝ
二三
、二九
、三
六
、四〇

二
〇三 二 二 一 一 〇 〇三一四一四

二
七

二
八

二
九

秋
山
の
ニ
ュ
ー
ス

今
冬
の
山
小
屋
調
査

山

の
消

息

山
小
屋
便
り

新
設
山
小
屋

黒
部
仙
人
谷
登
路
の
新
設

山
小
屋
新
設

（
口
）

関
東
学
生
登
山
連
盟
消
息

関
西
学
生
山
岳
連
盟
消
息

関
東
学
生
登
山
連
盟
解
散
声
明
書

Ｒ

。
Ｃ

ｅ
Ｃ
秋
季
総
会

神
戸
徒
歩
会

福
岡
山
岳
談
話
会

越
後
山
岳
会

英
国
王
立
地
学
協
会
百
年
祭

カ
メ
ッ
ト
登
攀
隊

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ

台
湾
山
地
測
量
の
功
労
者
野
呂
寧
氏
の
計

辻
村
太
郎
氏
の
外
遊

朝
鮮
山
岳
会
の
設
立

茨
木
氏
山
岳
画
個
人
展

福
岡
県
体
育
協
会
第
二
回
登
山
講
習
会

福
岡
山
の
会
成
る

第
四
回
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
・
エ
キ
ス
ペ
デ
ィ
シ
ョ
ン

茨
木
氏
の
大
阪
個
人
展

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
禁
止
令

冬
期
白
頭
山
登
山
計
画

セ
ガ
ン
チ
ニ
原
色
版
画
の
寄
贈

藤
島
敏
男
氏
渡
仏

一
九
二
六
年
英
国
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
カ
ル
カ
ッ
タ
着

（
ハ
）
付
　
　
録

日
本
山
岳
会
図
書
室
所
蔵
図
書
目
録

和

書

之

部

第

一
輯

同
　
　
　
　
第
二
輯

洋

書

之

部

登
山
関
係
自
動
車
便
調
査

（Ｉ
）

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ⅱ
）

二
九

三
〇

三

一

三
六

四
〇

四
八

五
〇

一
、
三

一
、
二
、
三

一
、
二一一

二
、
五
、
六二三二四五

一
〇

一
五

一
六

一
八

一
八

二
〇

二
〇

三
四

四

一

四
四

四
五

四
七

付
、

一
九

付
、
二
〇

付
、
二
四

付
、
四
六

付
、
四
八

山

の
消

息

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五
二

氷
雪
期
富
士
登
山
者
の
一
統
計
に

（広
瀬
潔
）　
　
　
　
　
　
五
三

山
岳
遭
難
救
助
機
関
案
懸
賞
募
集
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

第
二
回
山
岳
懇
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

日
本
山
岳
画
協
会
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

穂
高
小
屋
焼
失
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

山

の
便

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

阿
頼
度
富
士
登
攀
成
功
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

富
士
山
頂
観
測
所
の
移
転
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

更
生
す
る
穂
高
小
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

二
高
清
渓
小
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

関
西
支
部
室
に
ア
ル
バ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
完
備
　
　
　
　
　
六

一

白
瀬
中
尉
講
演
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

南
極
探
検
隊
事
蹟
概
要

（記
念
碑
碑
文
）　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

山
岳
語
彙
の
蒐
集
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

ウ
エ
ス
ト
ン
師
の
寿
像
建
設
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

山
岳
語
彙
の
蒐
集
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九

長
野
県
主
催
の
登
山
講
演
会
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

積
雪
の
分
類
及
名
称
に
関
す
る
決
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

軍
機
保
護
法
の
施
行
と
撮
影
等
の
注
意

（
一
）―
（三
）
　
　
七
八
―
八〇

夏

山

情

報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
八

「山
岳
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
最
後
的
頒
売
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

日
本
雪
氷
協
会
の
創
立

（黒
田
正
夫
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

本
年
度
の

「山
日
記
」
に
就
て

（額
田
）　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

潤
沢
小
屋

（小
谷
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

日
光
の
山
小
屋

（学
習
院
輔
仁
会
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
九

一

八
幡
製
鉄
所

「
尺
岳
山
の
家
」
焼
失
に
就
て

（藤
崎
生
）
　
　
九

一

尺
岳
山
の
家
焼
失
に
就
て
藤
崎
氏
に
答
ふ

（爪
生
正
）
　
　
　
九
二

武
能
小
屋
の
倒
壊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

夏
山
情
報

（昭
和
十
五
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

山
岳
部
欄

（早
大

・
東
商
大
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五

京
浜
山
岳
団
体
連
合
会
の
結
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

谷
川
岳
山
小
屋
建
設
の
後
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

「
登
山
家
の
標
準
に
段
」
な
る
記
事
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
九
七

山
岳
部
欄

（早
大

・
法
政
大
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

山
岳
部
欄

（東
京
帝
大
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

ウ
エ
ス
ト
ン
師
逝
去
本
会
弔
電
に
対
す
る
英
国
山
岳
会
よ
り

の
謝
礼
状
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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九
九

九
九

九
九

一
〇
〇

一
〇
〇

一
〇
〇

五
二

五
九

五
九

六
〇

六
〇

六
〇

六

一

六
二

六
八

七
二

七
七

七
八
，ｔ七九

七
九

七
九

七
九

八
〇

八
二

八
三

八
三

八
四

九

一

九
二

九
二

九
四

九
五

九
八

五
四

五
四

五
六

ヘ
ル
ベ
チ
ア

・
ヒ
ュ
ッ
テ
閉
鎖
さ
る

百
間
洞

「山
の
家
」
新
設

谷
川
岳
の
指
導
標
完
工

ト
ム
ラ
ウ
シ
山
小
屋
の
新
設

自
樺
ヒ
ュ
ッ
テ
の
公
開

（文
理
大
山
岳
部
）

日
本
山
岳
連
盟
結
成
運
動
経
過
報
告

ギ
ド

・
レ
イ
の
逝
去

（島
田
巽
）

イ
タ
リ
ア
帝
国
万
歳

遠
来
の
訪
客

会
報
六
〇
号

関
　
心

事

市
史
稿
三
十
年

図
書
棚
よ
り

細
井
吉
造
君
の
遺
稿
集

木
暮
会
長
の
近
況

Ｃ

・
ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ス
氏
と
語
る

（槙
）

小
沢
亮
君
を
送
る

（鳥
山
）

国
際
登
山
連
盟
の
事

小
島
さ
ん
の
こ
と

二
つ
の
小
さ
な
集
ひ

独
逸
山
岳
会
よ
り
の
嬉
し
い
便
り

盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
団
体
登
山

ジ
ョ
ン
・
モ
リ
ス
氏
の
講
演

（吉
沢
生
）

高
須
茂
氏
の
弁

中
央
大
学
山
岳
会
の
計
画

（冬
山
）

シ
プ
ト
ン
の
栄
誉

会
員
岡
本
勝
二
君
の
戦
死

雪
中
戦
に
不
死
身

マ
イ
エ
ル
の
死
去

名
誉
会
員
ウ
エ
ス
ト
ン
氏
の
計

佐
伯
栄
作
君
の
死
去

会
員
高
橋
錦
二
郎
氏
の
計

五
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係

立
教
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
聞
い
て
　
　
　
一二
田
　
幸

夫

ガ
ル
ワ
ル
遠
征
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
山
岳
部

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
問
題

（
一
九
二
五
年
）
田

口
　
一
郎

ヒ
マ
ラ
ヤ
主
要
登
攀
年
譜
　
　
　
　
　
　
黒

田
　
孝

雄

仏
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
　
　
　
　
　
　
藤

島
　
敏

男

ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
出
発
　
　
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
山
岳
部

カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
根
拠
地
ま
で
　
　
　
　
浜

野
　
正

男

日
本
式
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
攀
　
　
　
　
　
　
　
松

方
　
一二
郎

今
シ
ー
ズ
ン
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
　
　
　
　
　
島

田

　

巽

ナ
ン
ダ

・
コ
ッ
ト
登
頂
　
　
　
　
　
　
立
教
大
学
山
岳
部

ナ
ン
ダ

・
コ
ッ
ト
遠
征
終
る
　
　
　
　
立
教
大
学
山
岳
部

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
松
佐
美
太
郎

ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
の
教
訓
　
　
　
　
　
　
田

口
　
一
郎

ナ
ン
ダ

・
コ
ー
ト
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
浜

野
　
正

男

一
九
二
七
年
ナ
ン
ガ

ｏ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
攀
隊
の
顔
振
れ

ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
の
一
挿
話

バ
ウ
ア
ー
以
後
の
シ
ッ
キ
ム
登
攀

マ
ナ

・
ピ
ー
ク
登
頂

モ
リ
ス
氏
の
話

バ
ウ
フ
ア
隊
ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ツ
ト
ヘ

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
遠
征
の
省
察

（ラ
ト
レ
ッ
デ
）

島
　
田

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト

一
九
二
三
年
の
攻
撃
（
ス
マ
イ
ス
）
（
一

士口
沢
一
　
一

吉 島 黒 島

阪 田 田 田

隆  孝

正 巽 雄 巽

ヽ
カ
ラ
コ
ラ
ム
ｏ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
岳
高
度
表

黒

田

孝

雄

ダ
ッ
ク
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
事
ど
も
（
一
）
（二
）

湯
　
浅

　

巌

ヒ
マ
ラ
ヤ
便
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛鵠
一
」
「

・　
一嘩

エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
は
果
し
て
固
有
な
る
西
蔵
名
あ
り
や

吉

沢
　
一
郎

ナ
ン
ガ

・
パ
ル
バ
ッ
ト
　

　

　

　

　

士口
沢
　
一
郎

仏
国
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
費
　
　
　
　
　
　
藤

島
　
敏

男

カ
ラ
コ
ラ
ム
遠
征
資
料
　
　
　
　
　
　
　
藤

島
　
敏

男

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
　

　

　

　

望

月

達

夫

完
登
の
七
千
米
突
級
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一
郎

ヒ
マ
ラ
ヤ
八
千
米
級

へ
遠
征
隊
を
派
遣
す
る
に
到
る
ま
で

吉

阪

隆

正

ヒ
マ
ラ
ヤ
及
カ
ラ
コ
ラ
ム
主
要
山
岳
図
　
士口
沢
　
一
郎

五
六

五
八

五
八

六
〇

六

一

六

一

六

一

六
三

六
四

六
四

六
四

六
五

エハ
一ハ

六
七

七
二

七
四

七
四

巽

七
四
―
其

）―
（八
）

郎

七
五
―
大

八
二
‘ゝ
八
四、　
八六

七
七

大
―
七
九

七
八

七
八

七
九

七
九

八
〇

八
〇

八

一

八
三

八
三

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一
郎

瑞
西
ガ
ル
ワ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征

（
一
九
二
九
年
）

吉

沢
　
一
郎

雲
南
の
雪
山

（Ｋ
・
ワ
ー
ド
）
　
　
　
　
望

月
　
達

夫

独
逸
ガ
ル
ワ
ー
ル
遠
征

（
一
九
二
八
年
）
望

月
　
達

夫

Ｋ
２
遠
征
の
一
挿
話
　
　
　
　
　
　
　
　
士口
沢
　
一　
郎

冬
の
ゼ
ム
氷
河
付
近

（
ハ
ン
ト
、
ク
ッ
ク
）
（
一
）―
（四
）

望

月

達

夫

瑞
西
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
の
行
動

（ガ
ル
ワ
ー
ル
）

吉

沢
　
一
郎

カ
ラ
コ
ラ
ム
遠
征

（探
検

・
踏
査

・
登
山
）
年
譜

吉

沢
　
一
郎

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ニ
ュ
ー
ス

（切
抜
帳
）

一
九
二
九
年
年
カ
ラ
コ
ラ
ム
踏
査
行

（
シ
プ
ト
ン
）

望

月

達

夫

ポ
ー
ラ
ン
ド
遠
征
隊
の
悲
劇
　
　
　
　
　
士口
阪
　
隆

正

Ｋ
２
・
一
九
三
九
年
（
一
）
（三
）
　

　

　

士口
沢
　
一
郎

ソ
ヴ
エ
ト

一
登
山
家
の
話
　
　
　
　
　
　
袋
　
　
一　
平

六

遭

難

報

告

今
夏
の
遭
難
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

浦
高
生
雪
の
両
神
山
に
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

最
近
の
山
の
遭
難
概
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

会
津
朝
日
岳
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九

秦
正
三
氏
の
穂
高
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

木
曾
駒
ケ
岳
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

於
富
士
山
故
土
屋
勇
氏
の
遭
難
報
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

積
雪
期
に
於
け
る
蔵
王
遭
難
三
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一四

岩
菅
ス
キ
ー
登
山
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一五

後
立
山
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一九

奥
穂
高
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

鈴
木
保
衛
氏
の
穂
高
に
於
け
る
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

日
光
雲
竜
渓
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
一

堀
保
美
氏
の
富
士
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一

佐
伯
宗
作
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

京
大
旅
行
部
員
飯
田
稔
君
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

細
井
君
を
悼
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エハ
一

北
大
山
岳
部
員
二
氏
の
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
に
於
け
る
遭
難
　
八
四

八
五

八
七

八
八

八
九

九
〇

九
〇
，ｔ九二

九

一

九
二

九
二

九
四

九
五

九七
‘ゝ
九
八

一
〇
〇

(8)



富
士
で
顛
落
絶
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

吾
妻
山
中
で
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

朝
日
岳
の
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

ペ
テ
ガ
リ
岳
遭
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

ペ
テ
ガ
リ
隊
の
遭
難
に
就
て

（北
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
九
二

栂
池
小
屋
付
近
に
於
け
る
表
層
雪
崩
遭
難
に
就
て

（石
原
巌
）

九
二

前
穂
高
奥
又
白
に
於
け
る
遭
難
に
就
い
て

（松
本
高
校
山
岳
部
）九

四

北
九
州
、
薄
霧
山
で
遭
難

（月
原
俊
三
）
　
　
　
　
　
　
　
九
四

前
穂
高
に
於
け
る
遭
難
に
就
て

（日
本
大
学
山
岳
部
）
　

　

九
九

白
馬
岳
南
股
奥
に
於
け
る
遭
難
に
就
て

（大
阪
高
等
学
校
旅
行
部
）

九
九

七

図

書

紹

介

関
西
学
生
山
岳
連
盟
報
告
　
第

一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

鮎
Ｏ
ｒ
の「
Ｆ
のヽ
り
∽
Ｃ
【
】０∽
”【０お
∽
鮎
“
ぞ
ｎＯ
二

ω
Ｆ
●
ＯＬ
Ｏい
０
　
　
　
一
一

”
①Ч
υ
＞
ぼ
】ュ
∽日
の
＞
ｏ８
げ
”Ｌ
Ｏ
ｃ
ｐ
８
Ｎ
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

０
”〓
鶴

，

ｒ
、＞
置
Ｌ
口
ｏ
一
ｏ
”
【ｏ
口
”
”協
”Ч
・
ＨＯ
い０　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

ス
キ
ー
の
山
旅

（田
部
重
治
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

∽
日
て
一Ｆ
ｐ
↓
Ｆ
Ｏ
パ
”口
∞
ＯＦ
Ｏ●
７
●
∞
”
＞
鮎
く
のい
言
Ｈ①
　
　
　
　
　
　
　
一二

月
■
ｏＦ
＞
ぼ
Ｆ
の
「
”∽∽①∽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

“
①

Ｕ
①
の
Ｆ

Ｕ
”
Ｌ
Ч

↓
【
”
く
の
〓
ｏ
【
∽

”口

”
Ｆ
ｏ

＞

ぼ

∽
・　

　

　

　

　

　

　

　

一
二

ｒ
ｃ
口
Ｆ

↓
Ｆ
ｏ

Ｏ
ｏ
日

■

ｏ
一
ｏ

∽
〓

占
●
●
●
①
『
・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
二

”
”“
①
Ｊ
Ｈ日

本
”
ヨ
０
（
暉
日

、
①
●
口
】日
”
Ｆ
Ч
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二

『

津
Ｎ

Ｏ

ｏ
Ｈ
Ｌ

，

Ｏ

Ｆ
日

げ
∽

【
口

一
ド

①

Ｚ

ｏ
ｌ

Ｎ
①
”
Ｆ

口
ヽ

＞

ぼ

∽
　

　

　

　

五

≧

Ｆ

鮎
ｏ
日

一
∽
ｏ
Ｆ
の
『

＞

ぼ

①
口
ｏ
Ｆ

げ

ω

①
『
●
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

日
本
地
図
測
量
小
史

（高
木
菊
三
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

剣
沢
に
逝
け
る
人

々

（東
京
帝
大
山
の
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
五

山
岳
篇

ｏ
日
本
ア
ル
プ
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

案
内
人
手
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

∽
ｏＦ
〓
”
Ｈいい
”
け
ｒ
”
〓
【ｏ
二
”
∞
●
ｏ
Ｏ
ｏ
●
∞
Ｌ
一
「
〇
日
日
ｏ
・
　
　
　
　
七

「
「”
ｒ
●
ｏ
【　
鈷
ば　
、呵
Ｆ
Ｏ
【】．●
ｍ
”ｏ
ｐ
り　
だヽ
∩
）ｒ
【づ
げ
①
【∽）
（Ψ
Ｃ
中鮎
０
”Ｏ
絆Ｆ
Ｏ

】刀ｒ０
０Ｆ
Ч
　
ソ
〔
〇
“
”
””
】●
∽　
Ｏ
ｈ
（０
”
●
”
鮎
”
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し一

蜜
【Ｌ
Ｆ
Ｊ
↓
ｒ
①て
Ｏ
ｒ
８
げ
ｏ
鮎
”Ｆ
ｏ
＞
ぼ
∽・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

峠
と
高
原

（田
部
重
治
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

南
ア
ル
プ
ス
と
其
渓
谷

（平
賀
文
男
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

東
京
付
近
の
山

々

（河
田
禎
、
高
畑
棟
材
）　
　
　
　
　
　
　
　
八

山

の
手

帳

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

登
山
と
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

（熊
沢
外
四
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

水
上
競
技

・
ボ
ー
ト

・
登
山

（朝
日
運
動
部
）　
　
　
　
　
　
　
八

後
立
山
連
峯

（冠
松
次
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

高
山
植
物
写
真
図
衆

（武
田
久
吉
、
田
辺
和
雄
）　
　
　
　
　
　
八

富
士
と
ア
ル
プ
ス

（小
松
栄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

上
越
国
境

（角
田
吉
夫
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

北
海
道
の
山
岳

（井
田

・
坂
本

・
沢
本

・
須
藤

・
館
脇

・
田
中

・

山
縣
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

雲
表

（藤
木
九
二
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

憧
れ
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

（太
田
行
蔵
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

陸
測
地
形
図
仮
製
版

「
上
高
地
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

富
士
山

（武
田
久
吉
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

山

（井
田
清
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

∽
日
ヽ
一Ｆ
の。
パ
”日
のけ
０
０
口
０
口
のお
鮎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一二

登
高
行
　
第
八
年

（慶
応
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

関
東
学
生
登
山
聯
盟
報
告
　
第
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

炉
辺
　
第
五
輯

（明
大
山
岳
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

ネ
ー
ベ
ル
メ
ア

（東
京
農
大
山
岳
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

山
野
ス
キ
ー
術
教
本

（水
野
祥
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

口
一口
”Ｆ
Ч
”
【
鶴
”Ｆ
ｏ
【“
日

”口
●
同
”∽けｏＨ●
弓
暉
【〓
∽ご
●
　
　
　
　
〓
二

五
万
分

一
「金
峯
山

・
三
峯
」
新
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

五
万
分

一
「
四
万
」
新
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五

吾
妻

・
磐
梯

・
五
色

・
沼
尻

（福
島
ス
キ
ー
倶
楽
部
）
　
　
　
一
六

氷
河
と
万
年
雪
の
山

（小
島
鳥
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

木
曾
駒
に
友
を
た
づ
ね
て

（大
阪
工
大
山
岳
部
）
　
　
　
　
　
一
六

関
西
岳
聯
報
告
　
第
二
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

山
之
素
描

（黒
田
正
夫
）

東
京
近
郊
の
山
と
渓

（菅
沼
達
太
郎
）

ア
ル
ペ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

（山
と
渓
谷
社
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
挑
戦
し
て

（
バ
ウ
ワ
ー
、
伊
藤
怒
訳
）

只
【】“
ＯＦ
①
『υ　
″ゝ
ヽ
く
の
目
絆“
【①∽　
〇
』
”
い
　
ヽ
Ｌ
Ｕ
】●
①
（甲
暉
】鮎
①

山
岳
服
装
近
代
色

（菅
沼
達
太
郎
）

「市
野
瀬

・
大
河
原
」
新
版
地
図

ア
ル
プ
ス
原
説
集

（山
上
雷
鳥
）

立
大
山
岳
部
々
報
　
第
四
号

婦
人
の
山
と
ス
キ
ー

（黒
田
初
子
）

大
阿
蘇
の
新
研
究

一
〇

一
〇

三二一
三

一
六

一
六

一
七

一
七

一
七

一
八

山
は
生
き
る

（今
井
徹
郎
）

山
の
写
真
の
う
つ
し
方

（手
塚
順

一
郎
）

九
州
の
山
々

（北
田
正
三
）

山
行
　
第

一
号

（筑
紫
山
岳
会
）

針
葉
樹
　
第
六
号

（東
京
商
大
山
岳
部
）

登
山
術

（黒
田
正
夫
）

近
畿
の
山
と
谷

（住
友
山
岳
会
）

チ
ロ
ル
伝
説
集

（山
上
雷
鳥
）

山

第

一
号

（Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
〇

登
山
と
ス
キ
ー
　
十

一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一〇

山
と
渓
谷

十
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

三
角
点

（
フ
ア
ガ
ス
ク
ラ
ブ
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

ア
ル
パ
イ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

新
刊
地
図
紹
介

（十
石
峠

・
蓼
科
山

・
槍
ケ
岳

・
立
山

・
赤
石
岳
）

二
〇

秋
風
帳

（柳
田
国
男
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三

山

想

日
記

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
三

パ
軍
Ｆ
ｕ
”言
】のＦ

＞
ぼ
〓
ｏ
∪
”
Ч
∽
”
目
鮎
Ｚ
】∞
ｒ
∽　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

鮎
①
Ｕ
ｏ
ｏ
Ｆ
＞
ぼ
∽
”
”
鮎
７
ｎｏ
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

台
湾
山
岳
　
第
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

山
岳
写
真
の
う
つ
し
方

（額
田
敏
）

ス
キ
ー

（泉
掬
次
郎
）

ア
ル
ペ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

（
一
九
二
三
年
）

ヽ
Ｌ
Ｕ
中●
①　
〕〇
“
【口
”】ｖ　
日４
０く
・　
ＨＯω
Ｎ

ヽ
Ｆｒ
”鮎
①
ロ
ニ
∽ｏＦ
ｏ【
ゝ
Ｌ
ｏ
①●
ｏ】暉
げ
υ　
国
一ｏ【●
・

柚

第
四
号

Ｒ
Ｃ
Ｃ
報
告
　
第
五
号

東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
報
告

新
版
黒
部
、
立
山
図
幅
に
就
い
て

山
上

（奈
良
山
岳
会
）

岳
　
第
四
号

（三
越
山
岳
会
）

三
高
山
岳
部
報
告
　
第
十
号

鑽
　
第
二
年

（丸
善
山
岳
会
）

九
州
山
日
記

日
本
山
岳
新
聞

山
想
　
第
四
号

（法
政
山
岳
部
）

立
教
大
学
山
岳
部
々
報
　
第
五
号

柚

第
五
号

一
八

一
八○ 九 八 八 八 八

三
二

三
二

三
二

二
三

二
三

二
三

二
三

二
三

二
三

二
四

二
八

二
八

二
八

二
八

二
八

二
九

二
九

二
〇



日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山
と
探
検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

北
大
山
岳
部
々
報
　
第
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
〇

雪
、
女
性
と
ス
キ
ー

（黒
田
米
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

積
雪
期
登
山

（藤
田
信
道
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

ス
キ
ー
ツ
ア
ー

（菅
沼
達
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四

∽
ｏＦ
ｏ
ヨ
Ｆ
ｃ
ｍ
ｖ
”
①”ｒ
∽
”口
鮎
”
Ｆ
〓
①∽
ｏ
ｈ
Ｏ
ｏ●
■
”τ
＞
∽】”
　
　
　
一二
六

パ
●
ｏ〓
ｒ
ｏ
Ｐ

↓
ｒ
①
Ｚ
”Ｆ
①
“
〓
【ｏ
ｃ
●
Ｓ
Ｆ
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
六

メく
①∽∽０】∽υ
↓
Ｆ
①
ロ
ド
Ｌ
Ч
『①∽暉
Ｆ
ロ
ィ
いく
の〓
ＯＨ∽
”●
”Ｆ
０
０
０●
■
”】

＞
∽，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
六

目
の
中日
Ｌ
ζ
Ｆ
Ч
”
〇
〇
口
”
ｒ
磁
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

∪
”
Ｆ
Ｌ
Ｆ

”
口
鮎
針
∽一∽
”口
一
Ｏ
Ｆ
ｏ】①【∽
ｏ
、
ゴ
「①∽お
【口
↓
】げ
①け・
一二
六

Ｏ
ｏ
＞
・
可
Ｊ
一て
Ｆ
●
●
●
〇】
鮎
、＞
】，
ュ
∽日
の　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
六

『
軍
∽絆
〇
く
の【
Ｕ
く
のお
降
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
六

登
高
会
々
報
　
第

一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

国
立
公
園
に
立
つ
山
小
舎
建
築
設
計
図
案
集
　
　
　
　
　
　
　
三
六

紀
行
と
随
筆

（田
部
重
治
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
　
第
七
号

（早
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
一二
七

立
教
大
学
山
岳
部
々
報
　
第
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七

三
高
山
岳
部
報
告
　
第
十

一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七

鑽

第
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

赤
外
線
写
真
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

年
報

第
二
号

（横
浜
山
岳
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
八

関
西
学
生
山
岳
聯
盟
報
告
　
第
五
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九

霧
の
旅

（松
井
幹
雄
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

〓
ｏ熙
ｏ
”

∪
①【
パ
”日
ｕ
ｈ
ｃ
日

針
①
ョ
ｏｒ
げ
①【∞
①
　
　
　
　
　
四
五

∪
８
Ｆ
ｏ
】Ｐ

Ｕ
８
一∽ｏＦ
ｏ
”
日

Ｚ
”記
”
「
”Ｈぎ
”・
　
　
　
　
　
四
七

ア
ル
プ
ス
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

”
〓
ｏＰ
目
Ｆ
”
Ｆ
ヽ
ロ
ゴ
ぶ
〓
ｏお
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

ヨ
鶴

，

＞

”
ｒ
ユ

ロ
暉
二
①【
Ｆ

↓
”げ
ｏ↓・　
　
　
　
　
　
　
　
四
九

顛
　
第
五
号

（丸
善
山
岳
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

日
本
北
ア
ル
プ
ス
地
方
地
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

陸
地
測
量
部
発
行
新
刊
地
図
目
録

四
―
要
、
一人
、
二
一―
二六
、
二人
―
三
二
、

二
五
、　
一二八
、　
一一九
、　
四
一Ｄ‘四革
、　
四六
，ｔ四八

ス
キ
ー
写
真
術

（柴
崎
高
陽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

北
越
雪
譜

（鈴
木
牧
之
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

日
本
九
峯
修
行
日
記

（野
田
成
亮
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

↓
ｒ
ｏ
∽
●
〓
”
ｏ
』

，
ｏ
目
〓
∽
（”

∽
・
∽
日
ヽ
デ
ｏ）
　
　
　
　
　
五
六

Ｕ
お
お
∽■
↓
Ｆ
ｏ
Ｏ
ぎ
〓
８
∞
ｏ
（∽
〓
”

く
ｏ
目
∞
Ｆ
房
Ｆ
ａ
）
　

．五
七

ゴ
〓ヽ
０
メミ
①ざ
の口
げ
”
Ｏｒ
∽
”
①品
ｈ』
〓
”①”

（＞
貯
”
鮎
Ｏ
Ｂ
】∽ＯＦ
①ロ

≧
ｏ
８
お
お
〓

〓
言
ｏｒ
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

＞

，
ｏ
∪
ｏ【ｏ
日
訂
∽
（ρ

『
・
〇
”轟
社
）
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

↓
Ｆ
①
∽
け〓
８
日
ｏ
ｏ
ｈ

，
ｏ
＞
ぼ
ス
ｒ

ョ
・
Ｏ
ｏ
〓
ｏ”）
　
　
　
　
五
七

∪
一の
■
Ｏπ
①
パ
〇
社
〓
①【０
（”

ω
０
８
Ｆ
のあ
）
　
　
　
　
　
　
五
七

＞
貯
＆
①日
】∽ｏＦ
ｏ【
＞
ぼ
８
ｏＦ
げ
”
の日
）
ωＯ
・
『”軍
①∽げ
の
■
ＯＦ
”
　
五
七

〇
ｒ
日
げ
〓
ｍ
∪
”Ч
∽
（∪
Ｌ
〓
①じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

”
〇
暉
”
鮎
〓
Ч
∽お
長

〓
〇暉
ニ
ュ
い

（Ｚ
・
メ
、韓
∽Ｏ
Ｆ
Ｕ
。パ
〓
∞
）
二
七
―
二
九

≧

●
Ｆ

①

〕
ｏ
日

日

Ｆ

く
ｏ
ｒ

ｘ
い
く
日

ｚ

ｏ
ｏ
Ｎ
ｏ
Ｎ

（
８

∞
ｏ
）
　

　

五

八

〓
Ｆ
”
ｒ
Ч
”
●
『
ｏ
日
〓
Ｆ
く
ｏ
ｒ
く
目
Ｈ
（８
ω
ｏ
）
　
　
　
　
　
　
五
八

ア
ル
プ
ス
登
攀
記

。
上

（浦
松
佐
美
太
郎
訳
）
　
　
　
　
　
　
五
八

谷
川
岳

（東
京
登
歩
渓
流
会
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

↓
Ｆ
ｏ
”
■
ｏ
ｔ
∽
”
ｏ
ｏ
″
ｏ
ｈ
同
く
①
【①
∽絆
（ｒ
ｏ
Ｏ
】Ч
“
①∽飩
Ｌ
①）
　
　
　
．五
・九

日
本
ア
ル
プ
ス
案
内

（冠
松
次
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

単
独
行

（加
藤
文
太
郎
遺
稿
集
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

＞
〓
①
■
８
口
＞
ぼ
Ｆ
①
『
ｏ
日
〓
ど
く
ｏ
ｒ
Ｎ
Ｚ
９
卜

（８
ω
ｏ
）
　

　

六
〇

〇
”●
”
鮎
す
い
＞
ぼ
Ｆ
①
〕
ｏ“
８
”
Ｆ
Ｈｏ
ω
ト
１
８
ω
い
く
ｏ
ｒ
Ｘ
Ｘ
Ｈ目
・

六
〇

”
ｏ
ヨ
”
”
＞
ぼ
Ｆ
①
”
ｏ
〓
ｏ
∽
（ｄく
。
“項

。
目
く
ヽ
の
）　
　
　
　
　
　
　
六
（０

∽
】①
ｌ

，
Ｏ
Ｆ
げ
”
Ｌ
Ｆ
Ｌ
Ｆ

く
Ｏ
ｒ
Ｘ
Ｘ
Ｈ
Ｚ
Ｏ
ｏ
Ｈ
（『
０ぴ
ｏ
ＨＯ
ω
Ｏ
）
　
エハ
一

〓
Ｆ
【
く
”
【
“

】≦
〇
“
●
”
”
”●
①
の
ュ
ロ
”
ｖ
Ｚ
「〇
・
卜

（『
Ｃ
●
Ｏ

Ｈ
Ｏ
ω
Ｏ
）
　
　
　
　
ェ
ハ

一

炉
辺
　
第
六
輯

（明
治
大
学
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

一

登
高
行
　
第
十
輯

（慶
応
義
塾
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

ウ
ム
ｏ
デ
ン
・
カ
ン
チ

（慶
応
義
塾
山
岳
部
訳
）
　
　
　
　
　
六
二

新
版

ｏ
日
本
風
景
論

（志
賀
重
昂
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

＞
ぼ
Ｆ
ｏ
『ｏ“
ＨＤ
”Ｆ
く
ｏｒ
Ｘ
Ｆ
く
目
Ｈ
Ｚ
ｏ
・Ｎい
ω
（Ｚ
ｏ
く
・
Ｈｏ
ω
ｏ）

六
三

日
本
風
景
論

（志
賀
重
昂
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五

∽
ｏ
【
”
日
匡

①
∽

”
日
ｏ
”
∞
∽
”
一Ｆ
①

＞
ぼ
∽

（Ｕ
・
メ
「ｒ
Ч
ョ
Ｏ
①
【
）
　
　

　
　

六

五

〓
【く
Ｏ
Ｆ
日
げ
∽
】口
”ｒ
①
＞
ぼ
∽
”
口
ヽ
０
”
●
ｏ”
∽ｃ
∽
（＞
・
”

〓
Ｆ
日
８
ｏ
Ｈく
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五

〇
ｏ
ｏ
”
８
ｕ
〓
ｏ”
】
〕
ｏ
ｃ
【”
”
Ｆ
く
ｏ
ｒ
ｒ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
目
Ｈ
Ｚ
ｏ
ｏ
ｏ
（ＨＯ
ω
Ｏ
）

伊
那
谷

・
木
曾
谷

（細
井
吉
造
遺
著
）

＞
ぼ
Ｆ
①
『
８
ヨ
Ｌ
ヽ
く
ｏ
ｒ
Ｘ
ｒ
ＨＸ

Ｚ
ｏ
ｏ
Ｎ
ｏ
卜
（〓
”
ヽ
８
∞
哺
）

山

・
原
野

ｏ
牧
場

（坂
本
直
行
）

工
一口
”
ｒ
く
”
”

」
〇
“
【
口
”
Ｆ

く
Ｏ
ｒ

Ｈ
Ｘ

（
Ｈ
Ｏ
ω
ミ
）

立
教
大
学
山
岳
部
部
報
　
第
八
号

針
葉
樹
　
第
九
号

（東
京
商
大
山
岳
部
）

六
五

六
五

エハ
ニハ

六
七

六
七

六
九

六
九

ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
登
攀

（竹
節
作
太
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九

一
登
山
家
の
思
ひ
出

（尾
崎
喜
八
訳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

ア
ル
プ
ス
記

（松
万
三
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

Ｃ
●
Ｆ
●
ｏｌ
●
パ
”
８
ｒ
ｏ
８
日
（”
・
Ｏ
ｏ
”
・
∽
ｏＦ
ｏ
日
げ
①【∞
）　
　
　
　
七

一

蒙
古
高
原
横
断
記

（東
亜
考
古
学
会
蒙
古
調
査
班
）
　
　
　
　
七

一

紫
岳
　
第
七
号

（静
岡
高
校
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

〓
一日
”ｒ
ヽ
●
０
”
日
づ
”
一∞
”
（”
”
”“
①【）　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

日
く
のお
∽”
↓
Ｆ
Ｏ
Ｃ
●
”
ュ
∽Ｆ
Ｏ鮎
＞
鮎
く
の二
日
の
（口
・”
“
ュ
①
鮎
∞
０）
七
二―
七
三

０
”
お
り

∽
ォ

（『
・
∽
・
∽
日
ヽ
多
①）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

↓
ｒ
ｏ
〓
［ｏ“
●
Ｓ
【●
∽
ｏｏ●
①
（『
ｏ
∽
・
∽
日
Ч
”Ｆ
ｏ）　
　
　
　
　
　
　
　
レЪ
二

雪
　
庇

（随
筆
集
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

ヨ
ッ
ホ
　
第
二
号

（慈
恵
医
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

＞
Ｌ

パ
“
口
亀
”ギ
け
ぃ日

〓
】日
”ｒ
』”
（”
・
”
”‘
８
）　
　
　
　
　
七
三

山
岳
展
望

（深
田
久
弥
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

パ
ぎ
―
ル
翔
破

（永
淵
二
郎
訳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

∽
８
１
∽Ｆ
ｏ
①∽
（∽
・
∪
”
く
こ
∽８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

稜
線
　
第
二
号

（下
関
山
岳
会
年
報
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

山
の
人
達

（高
橋
文
太
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
〇

氷

・
岩

ニ
フ
ン
プ

（高
須
茂
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一

北
大
山
岳
部
々
報
　
第
六
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一

山
路
の
旅

（田
部
重
治
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

一

図
説

・
新
ス
キ
ー
術

（馬
場
忠
三
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

雪
線
　
第
十
四
号

（大
阪
商
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

会
報

第
二
号

（三
高
山
岳
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

わ
ら
ぢ
　
第
四
号

（松
本
高
校
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

紫
岳
　
第
八
号

（静
岡
高
校
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

口
彗
ｒ
Ｏ
●
手
の
で
Ｆ
Ｕ
（”

∽
Ｆ
ぼ
絆〇
●
）
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五

仏
蘭
西
山
岳
会
々
誌
よ
り

（藤
島
記
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

天
災
と
国
防

（寺
田
寅
彦
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

北
京
ょ
り
莫
斯
古
へ

（高
山
洋
吉
訳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

ゾ
ン
デ
ル
ン
グ

（尾
崎
喜
八
訳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

立
山

・
剣
岳

（小
笠
原
勇
八
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

日
光

・
鬼
怒
高
原

（矢
島
市
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

岩
と
氷
雪

へ
の
登
攀
技
術

（海
野
治
良

・
高
橋
照
）
　
　
　
　
八
七

仏
蘭
西
山
岳
会
々
誌
よ
り

（藤
島
記
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

氷
雪
に
挑
む

（朝
日
新
聞
社
編
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
―
九三

関
西
学
生
山
岳
聯
盟
報
告
　
第
八
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

針
葉
樹
　
第
十
号

（東
京
商
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

(10)



わ
ら
ぢ
　
第
五
号

（松
本
高
校
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

雪
線
　
第
十
五
号

（大
阪
商
大
山
岳
部
）　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

ゴ
ビ
よ
リ
ヒ
マ
ラ
ヤ
ヘ

（寛
太
郎
訳
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

コ
く
の
一〓
〓
①∽
目
】∞
ｒ

（”
・
目
・
∪
”お
∽）　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
伝
説

（藤
本
九
二
編
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

↓
Ｆ
Ｏ
↓
軍
８
０
０』
諄
①
の
＆
∽
（＞
・
国
の
中日
）
　
　
　
　
　
　
九
四

ト
ル
キ
ス
タ
ン
ヘ
の
旅

（タ
イ
ク
マ
ン
著

・
神
近
市
子
訳
）
　

九
五

砂
漠
の
蒙
彊
路

（
ラ
テ
モ
ア
著
、
西
巻
周
光
訳
）
　
　
　
　
　
九
五

登
山
家
に
必
要
な
救
急
処
置

（浅
井
東

一
）　
　
　
　
　
　
　
九
五

口
①
≧
Ｏ
①●
（
一
九
四
〇
年

一
、
二
月
号
）　
　
　
　
　
　
　
九
五

山

（辻
村
太
郎
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

＞
ぼ
Ｆ
①
『ｏ
ｃ
８
”
】
（く
ｏ
ｒ
ｒ
目
・
〓
”Ч
ｖ
Ｈｏ卜
ｏ）　
　
　
　
　
　
九
六

〇
ｏｏ
”
譴
●
〓
８
】
」
ｏ
日
口
”】
（Ｏ
ｏｒ
ＨＯ
ωＯＩ
ピ
Ｆ
ド

ＨＯ
卜ｏ
）
　
　
九
六

東
京
市
山
岳
部
年
報

（
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

”
８
Ｆ
∽
”口
鮎
Ｆ
”
日
”
∽
（〓
ｏ
”
”〓
∽）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

山
岳
省
察

（今
西
錦
司
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

秩
父
山
塊

（原
全
教
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

谷
川
岳

・
仙
ノ
倉

ｏ
苗
場
山

（海
野
治
良
）　
　
　
　
　
　
　
九
七

名
古
屋
高
商
山
岳
部
々
報
　
第
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七

ｒ
”
鮎
】①∽．
＞
ぼ
Ｆ
ｏ
Ｏ
Ｆ
げ
¨
卜ｏ
卜ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・九
七

〇
８

鴨

Ｃ

〓

８

】
〕
ｏ
毎

日

Ｆ

『
目

①

８

卜
ｏ

（く
ｏ
ｒ

Ｘ
Ｏ
く

Ｚ

９

〇

九

八

同

　

　

　

　

　

　

　

　

『
Ｌ
ヽ

お

卜
ｏ

（く
ｏ
ｒ

Ｘ
Ｏ
く
Ｈ

Ｚ

ｏ
Ｌ

）

九

八

ア
ル
プ
ス
紀
行

（増
訂
新
版
）
（チ
ン
グ
ル
、
矢
島
祐
利
訳
）

九
八

東
京
付
近
山
の
旅

（新
版
）
（高
須
茂
編
）　
　
　
　
　
　
　
九
八

丹
沢
の
谷
歩
き

（坂
本
光
雄
編
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

山
岳
語
彙

（岩
科
小

一
郎
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

コ
日
”
ｒ
ヽ
い
〕ｏ
日
‥
Ｆ
く
ｏｒ
Ｘ
目

（お
卜ｏ
）
　
　
　
　
　
　
九
九

中
央
ア
ル
プ
ス
ｏ
乗
鞍

・
御
岳

（山
下

一
夫
）
　
　
　
　
　
　
九
九

東
京
帝
大
ス
キ
ー
山
岳
部
部
内
雑
誌

（
一
九
二
九
）
　
　
　
　
九
九

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
　
十
号

（関
西
学
院
大
学
山
岳
部
）
　
　
　
九
九

＞
８
Ｌ
ｏ
”目
鮎
＞
二
鶴
３
ｏ
（∪
①諄
ヽ
日
）　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
　
第
九
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

台
湾
山
岳
　
第
十

一
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

陸
地
測
量
部
新
版
地
図
目
録
　
　
　
六
九
、七ｏ
、主
、主
ズ
ｏ
、全
ズ
三
ズ
六

八

集

会

記

事

定
例
理
事
会
　
　
五
一―
奎
、奎
―
六
六
、六
八
―
七
七
、七
九
ズ
一―
九
六
、大
―
一８

役

員

総

会

　

　

　

　

五
一、杢
、七七
、全
、八九
、九
〇
、九
一、九
二
、九二
、九九

年

次

大

会

昭
和
十
年
度

（講
演
　
山
風
と
気
圧
　
藤
原
咲
平
氏
、
山
の
地
理
　
辻
村
太

郎
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

昭
和
十

一
年
度

（講
演
　
ナ
ン
ダ

ｏ
コ
ッ
ト
登
攀
　
堀
田
弥

一
氏
、
湯
浅
巌
氏
）

六
三

昭
和
十
二
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

昭
和
十
三
年
度

（講
演
　
松
浦
武
四
郎
に
就
い
て
　
横
山
健
堂
氏
）
　

　

八
三

昭
和
十
四
年
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

小
　
集
　
会

第

七
十

回
　
（山
の
写
真
に
つ
き
て
　
額
田
敏
氏
）
　

　

五

一

第
七
十

一
回
　
（関
西
）
（吉
野
郡
名
山
図
誌
に
就
い
て
　
笹
谷
良

造
氏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

第
七
十
三
回
　
（内
蒙
古
の
風
物
　
江
上
波
夫
氏
）
　

　

　

五
八

第
七
十
九
回
　
（ナ
ン
ダ

・
コ
ッ
ト
登
攀
　
山
懸

一
雄
氏
）

六
五

第

八
十

回
　
（山
間
の
ア
イ
ヌ
語
　
金
田

一
京
助
氏
、　
越
後
猟

師
の
話
　
高
橋
文
太
郎
氏
）　
　
　
　
　
　
六
七

第
八
十

一
回
　
（関
西
）
（山
岳
遭
難
救
援
相
互
組
合
に
就
て
）七

二

第
八
十
二
回
　
（関
西
）
（内
蒙
古
紀
行
　
加
藤
泰
安
氏
、
カ
ラ
コ

ラ
ム
横
断
　
本
多
恵
隆
師
）
　

　

　

　

　

七
三

第
八
十
三
回
　
（日
本
登
山
史
の
展
望
―
大
峯
山
塊
を
中
心

と
し

て
　
笹
谷
良
造
氏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

第
八
十
四
回
　
（冬
の
チ
ヤ
ハ
ル
、
緩
遠
征
に
つ
い
て
　
黒
田
正

夫
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

第
八
十
五
回
　
（支
那
の
山
と
そ
の
国
民
性
　
後
藤
朝
太
郎
氏
）七

九

第
八
十
六
回
　
（
ス
イ
ス
雑
談
　
藤
島
敏
男
氏
）
　
　
　
　
八
〇

第
八
十
七
回
　
（蒙
彊
の
地
理
　
多
田
文
男
氏
、
浅
井
辰
郎
氏
）八

五

第
八
十
八
回
　
（台
湾
高
山
探
検
の
結
果
並
に
今
後
の
登
山
　
沼

井
鉄
太
郎
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七

第
八
十
九
回
　
全
関
西
）
（山
岳
と
戦
争
　
青
井
竹
二
郎
氏
）
八
八

第

九
十

回
　
（関
西
）
（支
那
奥
地
事
情
　
北
村
住
逸
氏
）
八
八

第
九
十

一
回
　
（西
部
カ
ナ
ダ
の
新
高
山
岳
風
景
　
東
良
三
氏
、

寒
中
富
士
山
頂
滞
在
談
　
岡
順
次
氏
）
　
　
九
〇

第
九
十
二
回
　
（関
西
）
（カ
ナ
ダ
山
岳
の
近
況
　
東
良
三
氏
）九

一

第
九
十
三
回
　
（北
大
山
岳
部
員
ペ
テ
ガ
リ
岳
遭
難
に
就
て
　

初

見

一
雄
氏
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

第
九
十
四
回
　
（関
西
）
（
ス
イ
ス
雑
談
　
藤
島
敏
男
氏
）
　

九
五

第
九
十
五
回
　
（明
神
岳
東
稜
に
於
け
る

一
つ
の
試
み
　

関
根
吉

郎
氏
、
北
穂
高
滝
谷
　
大
塚
武
氏
）
　
　
　
九
五

第
九
十
六
回
　
（タ
ナ
ダ
の
山
山
見
　
西
堀
栄
二
郎
氏
）
　

九
九

有
志
晩
餐
会
そ
の
他

第
二
回

山
岳
懇
談
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

関
西
支
部
有
志
晩
餐
会

（十

一
年
四
月
）　
　
　
　
　
　
　
五
七

会
員
有
志
晩
餐
会

（十

一
年
五
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七

立
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
歓
送
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

会
員
有
志
晩
餐
会

（十

一
年
十

一
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

立
教
遠
征
隊
歓
迎
晩
餐
会

（大
阪
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

立
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
隊
歓
迎
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三

会
員
有
志
晩
餐
会

（十
二
年
四
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

関
西
支
部
学
聯
懇
親
晩
餐
会

（十
二
年
七
月
）
　
　
　
　
　
六
八

会
員
有
志
晩
餐
会

（十
三
年
五
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

同
　
　
　
　
　
　
（十
三
年
十

一
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

同
　
　
　
　
　
　
（十
五
年
四
月
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

〈会
報
編
集
者
〉

昭

和

五

年

昭

和

六
年

昭

和

七

年

昭

和

八

年

昭

和

九

年

昭

和

十

年

昭
和
十

一
年

昭
和
十
二
年

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

昭
和
十
五
年

浦
松
佐
美
太
郎

浦
松
佐
美
太
郎

角
田
吉
夫
　
神
谷
恭

額
田
敏
　
福
島
昌
夫

額
田
敏
　
逸
見
真
雄

額
田
敏
　
逸
見
真
雄
　
桜
井
信
雄

松
方
二
郎
　
逸
見
真
雄

中
屋
健
式
　
中
司
文
夫
　
角
田
吉
夫

角
田
吉
夫
　
吉
沢

一
郎

吉
沢

一
郎
　
石
原
巌

石
原
巌
　
塚
本
繁
松
　
青
木
昇
　
交

野
武

一　
望
月
達
夫
　
中
村
謙
　
田

辺
主
計
　
士口
田
竹
志
　
士口阪
隆
正
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